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大津市の取組み 

協力 

①オープンデータサイト構築  

②シビックテック開催    

                                     
 
   

オープンガバメント推進協議会 
                      
   
 

   アーバンデータチャレンジ 
AIGID  社会基盤情報流通推進協議会 
CSIS東京大学空間情報科学研究Ｃ 

③ガバメント2.0の取組み 

データ分析の取組み 

Transparency 

Participation & Collaboration   

電子行政オープンデータ戦略 
電子自治体推進指針 

    大津市ＩＴ推進プランⅣ 
 オープンデータ・ビッグデータの活用 

方向性が同じ 

 
 
 

 ＵＤＣシビックテック 
    ・全国規模 
    ・地理空間情報重視 

 
 
 

アプリ作成の取組み 

オープンデータ1.0 

オープンデータ2.0 

 共通アプリ作成 

 ＲＥＳＡＳ／分析ツール活用 



 
オープンデータサイト構築 

 

          データ需要調査   データ形式・種類 

    

   ・各種統計・報告書等から得た情報（情報通信白書など）     

   ・研究会・検討会から得た知見（KIIS・県研究会など）      

   ・シビックテックから得た情報 

 

 

        オープンデータサイト構築 ホームページ or 専用サイト 

    

   ・専用データカタログサイト（CKAN） 

 

               



公開することが望ましい情報：ＪＩＰＤＥＣ資料 
（英国Open Knowledgeセンサス） 

市町村：         公共施設位置情報 / PUBLIC FACILITIES 

             リアルタイム公共交通 / REAL-TIME TRANSIT 

             公共交通時刻表 / TRANSPORT TIMETABLES 

             食品衛生調査結果 / FOOD SAFETY INSPECTIONS 

             法人一覧 / BUSINESS LISTINGS 

             営業許可申請内容 / BUSINESS PERMITS 

都道府県：                大気汚染状況 / AIR QUALITY 

             犯罪発生位置 / CRIME STATISTICS 

             交通事故発生位置 / TRAFFIC ACCIDENTS 

市町村・都道府県：選挙結果 / Election results 

                                    入札結果 / PROCUREMENT CONTRACTS 

                                    年度予算 / ANNUAL BUDGET 

                                    支出状況 (細目) / EXPENDITURE (DETAILED) 

                                    窓口対応状況 / SERVICE REQUESTS 

                                    建設許可 / BUILDING PERMITS 

 日本独自                 避難所 

 

地理空間情報 



  データ需要：届出情報（住所     地理空間情報） 

電子行政研究会ワークショップ配布資料：JIPDEC坂下哲也 

地理空間情報 



びわ湖大花火大会2014・2015シビックテック 

 

 
主催：大津商工会議所 
協力：大津市 

 



     現場で得た知見 

  ・４ツ星データ 
  ・地理空間情報重視 





大津市のオープンデータをはじめとする公共のデータと、ビーコ
ン・GPS発信機・各種センサーを組合わせてお祭りを楽しむアイ
デアを考えるイベントです。 
あなたの「あったらいいな！」を教えてください。 
大津市のオープンデータの取り組みやアーバンデータチャレンジ
について講演（キックオフイベント）や、大津市長と意見交換する
「100回ミーティング」もありますので、ぜひご参加ください。 

■日時 平成28年7月30日（土） 
      10:00～16：30 
■場所  ピアザ淡海 207 会議室 
      ＜大津市におの浜1-1-20＞ 

■ゲスト Georepublic Japan 東 修作氏 
■ファシリテーター PCN大阪 福嶋 伸之氏 

お祭りHack in 大津 
～宵宮～ 7/30 

大津市長と語ろう 

100回 
ミーティング 

同時開催 

宵宮で提案されたアイデアを具体的にかたちにするイベントです。
アプリなどの各種サービスとしてイベント内で作りこみましょう！ 
エンジニアの方はぜひそのスキルをイベントで発揮してください。 
ＩｏＴの知識や技術が無い方も、お祭りを楽しみたい！大津を盛り
上げたい！という気持ちがあればＯＫ！ 
新しいことに挑戦しませんか？ 

■日時 平成28年8月7日（日） 
     10:30～18：00 
■場所 大津祭曳山展示館 多目的ホール 
     ＜大津市中央1-2-27＞ 
■ファシリテーター PCN大阪 福嶋 伸之氏 
  

8/7 
お祭りHack in 大津 

～本祭～ 

電子工作キットを組み立てて 
13基の『ミニ曳山』をつくって、 
こどもパソコンをつかってオリジナルの機能
をプログラミングしよう！ 

こどものちからでつくる 
『ミニ曳山』×１３基 

こども向けイベント 

同 時 開 催 

プログラミング専用こどもパソコン 

イベント詳細お申込みは 
https://udc2016otsu.doorkeeper.jp/ 

湖国三大祭のひと
つの「大津祭」をは
じめとした大津のお
祭りを、オープン
データやIoTを活用
してもっと盛り上げ
よう！ 
今年も大津市で今
年もアーバンデー
タチャレンジ2016
のイベントを開催し
ます。 
 



サイトの陳腐化 
大津市と生駒市の比較 

 
データプレビュー機能 

 

 
ビジュアル性 

 



ニューヨーク市の取組み事例 



ミニ曳山の作成 

プログラミング 

走行会（祭当日） 

駅前サイネージ 

 

曳山位置 ｂｙGPS 

 曳山感知 

   曳山ストーリ ｂｙBecon 

ＩｏＴ機器 



位置情報について 

坂下哲也氏作成資料 

http://news.mynavi.jp/photo/news/2014/02/24/031/images/003l.jpg


ビーコンの活用 

坂下哲也氏作成資料 

http://news.mynavi.jp/photo/news/2014/02/24/031/images/004l.jpg


大津祭り曳山アプリの特徴 

ＩｏＴ機器 



UDC2015改修アプリ UDC2015アプリ 市民通報アプリ OG推進協議会アプリ 

花火大会アプリ 

       シビックテック 
       ガバメント2.0              

成果物（2014～2016） 



地理空間情報（２次サイト：ＧｅｏＪＳＯＮ） 



2015：ＡＲ花火スコープ 



AR：拡張現実 

佐伯純：TIS株式会社 



AR事例（高槻市・大阪工業大学吉川研究室） 



地図画面 

AR事例（高槻市・大阪工業大学吉川研究室） 



AR事例（skywareを利用した出雲観光ナビ） 

ＡＲ画面 



AR事例（大津市防災ナビ） 



オープンデータ活用事例 
納税記録 



オープンガバナンス 



３つのオープンな社会システム 

①オープンデータ                   ＜オープンデータ1.0＞ 

  機械可読形式と二次利用可能な要件でのデータの公開 

        ⇒機械判読形式だけではすむか？ 

 

②オープンガバメント（プラットフォーム型行政） ＜オープンデータ2.0＞ 

 

  市民との協働を追及する行政：データをオープンデータ形式 

  で公開し、政策決定プロセスへの市民参加を促し、政策遂行 

  では市民との協働を追及する行政 

 

③オープンガバナンス 

  自立型市民とプラットフォーム型行政の協働による公共サー 

   ビスのオープンな展開                             
東京大学奥村裕一講演資料を編集 



社会構成三主体の変遷 
東京大学公共政策大学院：奥村祐一 

                            
「行政＆情報システム」2014年4月号 



オープンガバメント：アーンスタインの梯子 



市民協働 

ＣＯＧサイトから抜粋 



オープンガバメント 

真のオープンガバメント 
 

制度・体制 
 

政策関与の取組みへ オープンガバナンス向上 

オープンデータ 

住民参画レベル 

既存主体：行政・商工会議所
Codeｆｏｒ○○など 

住民主体： 
 住民が発意し主体的に行動 

ICT分野 

アプリ作成・地域分析 

ビッグデータ 地域課題の解決 



地域分析とオープンガバナンス 

住民による地域分析の促進 

行政のオープンデータ化 

オープンガバナンス 

政策関与型イベント 

民間（公共性の高い部門） 

オープンデータ化 

いつまで続くアプリ作成型シビックテック？ 

データ分析の重要性
喚起 

データ分析の重要性
喚起 

オープンガバナンス認識 
喚起 



分
析
重
視 

の
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク 

テーマ 
   住みたいと住みやすい 
   産業構造 
   外国人と観光 

事業所・小売業・通販など
のデータ 

国籍別訪問者・京都との比
較・宿泊施設・滞在場所な
どのデータ 

大津市の現状をデータによ
りビジュアライズ 



ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
重
視 

の
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク 

テーマ 
   宿場町構想 
   ジュネーブ構想 

歴史・まちづくりなどの資料
やデータ 
人口分布のデータなど 

あるべき姿をマッピングツー
ルによりビジュアライズ 



事前レク（パスコ）：分析ツールの活用 



事前レク（パスコ）：分析ツールの活用 





オープンデータ 

オープンガバナンス 

ガバメント2.0 

Transparency Participation & Collaboration   

オープンガバメント 

オープンシティ 

オープンガバナンス（オープンガバメントの実現） 

データ利活用 
アプリ作成・分析 

市民協働事業 
・オープンデータ活用の取組み 
・情報共有の取組み 



オープンガバナンスの取組み 

ＣＯＧ２０１７ 

データを活用して地域課題を解決するコンテスト 

データの扱い 
①課題の分析やアイデアの具体的理由付けに利用 
②アプリのインプットとして利用 

琵琶湖辺等への漂着する 
水草等の有効活用 

文化活動を応援 
大津文化コンシェルジェ 

ＣＯＧサイトから編集 



ＣＯＧサイトから抜粋 

ＣＯＧ２０１７ 



 



データ分析研修 

情報部門のオープンガバメント取組み体系 

シビックテック 

ガバメント2.0 ビッグデータ分析 

  
 ・びわ湖花火大会 
 ・大津祭 
 ・災害と外国人 

課題解決の取組み 

オープンデータ活用 

市民通報アプリ 

アプリ作成型 政策形成型 

感染症流行警告アプリ 

行政組織 

パターンＡ パターンＢ パターンＣ 

シビックテック 

DataVisualize in Otsu 
 

データビジュアライズ 
      マッピングin Otsu 

 

ＲＥＳＡＳ活用イベント 



  ガバメント2.0の取組：市民通報アプリ 

               対応不可                 青色  
               対応済                     青色  
               連絡済（他機関）    青色 
               連絡済（他課）        青色 

   受付・対応中      黄色 

   投稿              赤色 

     対応状況     公開ＰＩＮ 

対  
応 
済 

   ・課題発生箇所 
   ・対応状況 

   Photo＆GIS 

②プロセスのオープン化 
    ＆ビジュアル化 

  

 ①市民協働 
    発見～通報～是正 

ホームページ公開 



導入課とコンセプトの相違 

ガバメント２．０事業 

透明性（オープン性・可視化） 

情報共有 

台帳管理機能 

業務の効率化 

必要最小限の情報提供 

通報の正確性 

業務部門 情報部門 

市民協働 



 

市民 

ガバメント2.0の取組：市民通報アプリ 

通報者 

大津市 

通報 

システム化範囲 

受付 

確認・対応 

完了報告 

市民公開 確認 

受信 

計画・検討 

通報情報の蓄積 

補修計画の根拠資料 ホームページサイト：MyTownおおつ 
庁内GIS 

スマートフォン

などで、異常の

ある場所を現地

から登録 

Participation & Collaboration   

情報共有（プロセスのオープン性） 



シビックテックで感じた疑問・課題 

     ｂ オープンガバナンス 
       に繋がったか 

シビックテック運営上の課題 

     ａ 地域（地方）創生や 
       ビジネス創生に繋がったか 

効果に対する疑問（課題） 

 ｄ 継続性が困難 

 ｃ マンパワーの確保 
主 
催 
者 

ｅ ミーティング場所がない 

 ｆ 共有のデータアップロード 
  先がない   

 
ク 
リ 
エ 
イ 
タ 
｜ 

 



オープンデータ取組みの方向性と課題は？ 

 
利用目的は斟酌しない 

 
 

アプリによる課題解決 
 

 
協働の継続性 

 

 
シビックテック 

 

 
利用目的に配慮する 

 
 

分析による課題解決 
 

 
取り組み種類の拡大 

 

匿名化住民情報の公開 

 
クリエイターの環境整備 

 

クリエイターのモチベーション維持 

発意・参加：ＩＴ関係者から住民へ 

真に重要な課題に対応 

公開したくない（庁内一部）傾向の改善 

オープンデータ化は民間データも 

オープンガバナンスに効果？ 

 
ガバメント2.0 

 

open  by  default 



効果的なデータ流通・連携・利活用のために 

１．ＡＰＩｉ 

２．定型フォーマット管理 

３．ＬＯＤ 



オープンデータ 

データ仕様の相違 

T－ＣＯＮＮＥＣＴ用スマホナビゲーション 

道路通行規制情報 

しずみちｉｎｆｏ 

生活道路 

課題 
・網羅性 
・定期的更新 
・最適仕様 

 

他のオープンデータサイト 

~ 
道路通行規制情報 

VICS 

 
高速道路・一般道路 

 

行政&情報システム2016.10（長田祐・藤井政登）から作成 

課題 

㈱トヨタ・静岡市実証実験 

しずみちｉｎｆｏのAPI経由で
静岡市道路情報を取得 

 
 緯度経度からリンク情報へ変換 
 利用可能な交通情報へ変換 

 

T－ＣＯＮＮＥＣＴ 

規制発生箇所：緯度経度 



総務省の取組み 

  (ａ) 情報流通連携基盤共通API※（標準データ規格（データモデ 
   ル、データフォーマット、共通ボキャブラリ）及び標準API規格） 

    の確立・国際標準化 
  
   (ｂ) データの2次利用に関するルール（データガバナンス方式） 

    の策定 
  
   (ｃ) オープンデータ化のメリットの可視化等 
 
 

実証実験 



様々な情報の組み合わせ 

情報流通連携基盤共通ＡＰＩ 

＜防災情報サービス＞ 

浸水危険エリア 

避難勧告エリア 

＜公共交通情報サービス＞ ＜地盤情報サービス＞ 

遅延情報 

リアルタイム 
位置情報 

国・県・市町村の 
地盤情報を一覧表示 

自治体行政情報 社会資本情報 観光情報 防災情報 公共交通情報 統計情報 花粉症情報 

総務省の推進する共通API 



DB 

公開主体X 

【標準API規格なし】 

DB 

公開主体Y 

DB 

公開主体Z 

DB 

【標準API規格あり】 

DB DB 

・サービスごとにデータの取得方法を調査し、アクセスする必要 
・データの取得先もサービスごとに違う ・データ提供元によらず共通の問合わせ形式でアクセス可能 

・データの識別子から、そのデータの取得先を問合わせ可能 

公開主体X 公開主体Y 公開主体Z 

独自API 独自API 独自API 標準API 

X用の 
問い合わせ 

Y用の 
問い合わせ 

Z用の 
問い合わせ 

標準API 独自API 

標準API 

既存の独自APIに標準 
APIを被せてもよい。 
また、サービスが独自に 
APIを提供することを妨
げない。 

標準APIやDB
の実装方法
は、標準API
規格の範囲
外。 

トータルコストが上昇 

各組織のデータ形式がばらばらで、加工しづらい 機械可読なデータ形式に統一すること等で二次利用が容易に。 

公開主体A 

【標準データ規格なし】 
公開主体B 公開主体C 公開主体A 

【標準データ規格あり】 
公開主体B 公開主体C 

○○市人口統計 
… 
 
 
 

PDF 

1985年,1234人 
1986年,1385人 
… 

CSV 
昭和60年,10.4千人 
昭和61年,12.3千人 
… 

CSV 

… 
<dc:date>1985-04-01</dc:date> 
<rdf:value>52345</rdf:value> 
… 

標準データ規格 

… 
<dc:date>1985-04-01</dc:date> 
<rdf:value>12345</rdf:value> 
… … 

<dc:date>1985-04-01</dc:date> 
<rdf:value>10425</rdf:value> 
… 

標準データ規格 

標準データ規格 

52345 
53854 

昭和60 昭和61 

人口統計 
データ要求 

人口統計 
データ要求 

人口統計 
データ要求 

人口統計 
データ要求 

人口統計 
データ要求 

人口統計 
データ要求 

DB DB DB DB DB DB 

共通APIは、（１）標準データ規格（データモデル、データ表現形式、共通ボキャブラ
リー）、（２）標準API規格から構成。 

総務省資料 



①自治体は公開の義務を負うだけで、目的までは踏み込まない。 

②ただし、データの「ビジネス活用」と「地域活用」で、求められるも 

  のに違いがある。                      

③加工・編集が必要かどうかは考え方が分かれる。 

 

 

 

 

 

 

こうきょう 

      事例：総務省公共クラウド     市オープンデータサイト 

 定型フォーマット  KIIS（e-Kansaiレポート） 



フォーマット統一事例：総務省（公共クラウド） 



フォーマット統一事例：福井県 



富士通ジャーナル 

ＬＯＤ 



 

富士通ジャーナル 

ＬＯＤ 



 
 ３．ＬＯＤ  大規模データ格納・検索技術 
 

富士通サイト 



 

 
Dataへのリンクを自動的に付与する技術 

 

富士通サイト 



 
特徴的なデータ活用事例 

 
 非構造化データの活用 

・ＳＮＳ 
・ＧＰＳ 

   ・センサー 
 



ビッグデータ 

総務省調査研究資料 

ＳＮＳ・ＧＰＳ・センサー 



災害に関するｔｗｉｔｔｅｒの投稿から自動抽出 
リスト形式か地図形式で表示 

非構造化データ（新）：ＳＮＳの活用事例 



ソーシャルメディアを活用したデータ分析  
 
前回衆院選で「Yahoo!検索」データなどのネット上の動きと、実際の得票数の間に
高い相関があることが判明。 Yahoo! JAPANビッグデータレポートチームが分析 
 
 

日経コンピュータ 



ソーシャルメディアを活用したデータ分析 

日経コンピュータ 



写真コミュニティサイト 

Flickr 

• 世界一の写真投稿枚数を誇る 

• APIによる画像の抽出が容易 

位置情報をはじめとする多数の情報を抽出 

だれが、いつ、どこで、何を撮影したかを把握 

Panoramio 

• Google Map・Google Earth

上で写真を共有できる 

• 投稿写真のほとんどが風景 

• APIによる画像の抽出が可能 

大阪工業大学  吉川眞研究室 

 

景観シミュレーションが目的 



写真情報 

概要 

photo id 画像番号 

title 画像名 

取得可能情報一例 

属性 

owner 

ownername 

latitude 

longitude 

datetaken 

dateuplode 

tags 

投稿したユーザーのID 

投稿したユーザー名 

緯度 

経度 

撮影日時 

投稿日時 

タグ情報 

url_o オリジナル画像のURL 

大阪工業大学  吉川眞研究室 

 



Lonely Planet 観光ルート 春日大社拝観ルート 

東大寺拝観ルート 一般に認知されている奈良公園 

興福寺拝観ルート 写真撮影位置 

写真撮影位置（Flickr） 

0 500m 

 

2012年１月１日〜2013年12月31日（9,179枚） 

大阪工業大学  吉川眞研究室 

 



写真撮影位置（Panoramio） 

東大寺拝観ルート 春日大社拝観ルート 

興福寺拝観ルート 一般に認知されている奈良公園 

写真撮影位置 

0 500m 

 

2012年１月１日〜2013年12月31日（2,686枚） 

大阪工業大学  吉川眞研究室 

 



①From To分析 

②Round Trip分析：周遊ルート・ 滞在時間･時間帯 

 
ＧＰＳ活用事例：大津市のインバウンド動態分析・ＲＥＳＡＳ 

 

 
ＲＥＳＡＳ 

ＧＰＳ位置情報 
 

 
Ａｕ基地局データ 
位置登録情報 

 



ＧＰＳの活用事例：Ｆｒｏｍ（発地）比較 

Ａｕ基地局データ 
位置登録情報 

ＲＥＳＡＳによる分析 観光担当課による分析 

ＧＰＳ位置情報 

Ｆｒｏｍの順位 
１．滋賀県 
２．京都府 
３．大阪府 
４．兵庫県 
５．愛知県 

 
７～９月データ 
１０～１２月データ 

 

Ｆｒｏｍの順位 
１．滋賀県 
２．京都府 
３．大阪府 
４．兵庫県 
５．奈良県 愛知県８位 



 

データ分析事例：RESASによるＦｒｏｍ分析 



ＧＰＳ活用事例：曳山アプリ・取得データの活用 

交通管制や商店街での活用？ 



ＡＩ活用 
 
    ・生育管理 
    ・病害虫予防 
    ・出荷タイミング判断 
 

 
センサーデータの活用事例（ＡＩ活用） 

 

Ｉｏｔ活用 

月間事業構想2017.4から編集 

農業ベンチャーべジタリア 



データ利活用 

非構造化データの活用 構造化データの活用 

 

ＳＮＳ・ＧＰＳ・センサーなど 
 

   パーソナルデータ 
   マイデータ 

ＧＩＳ 

非構造化データ（新）の活用 

ビッグデータ 

× 



 
データ利活用の方向性 

 

 

パーソナルデータ・マイデータの活用 
 
 



データ分類 



情報銀行構想（東大柴崎・慶大砂原教授） 

ＧＡＦＡ 個人情報を独自に収集 

匿名化個人情報 用途が限定 

情報銀行 
インフォーメーションバンク 

コンソーシアム 

個人主導のデータ流通 

ＥＵ：ＧＤＰＲ データポータビリティ 

マイデータの活用 



マイデータのポリシー 

・所有可能・取引可能だが独占は許さない 

・API of Meによる多数の人、企業からの操作は可能か 

・公共の個人データをオープン化するには政治的なポリシーが必要 

個人データ管理 
   ＧＡＦＡから データ主体の個人へ 

個人データをデジタル人権に基づき活用 

EUの一般データ保護規則（ＧＤＰＲ） 
General Data Protect on Regulation 2018年5月25日施行 

 

東大中川裕志教授MyDataJapan2017講演会から編集 



日経コンピュータ2017．6 から抜粋 

日経新聞 



慶應義塾大学砂原秀樹教授 

マイデータの利活用 



マイデータの利活用 



PDS・情報銀行で核となる技術 

• 安全で確実な認証(Identity/Trust) 
– 複数の要素による認証 
– IdP(Identity Providerによる認証連携) 

• 本人によるデータ利用制御とその依託 
– 本人がデータの利用を制御 
– 本人からの依託による運用(ファンドモデル) 
– 利用状況の検証→利用者への利用状況の可視化 

• データのトレーサビリティ 
– 複数の第三者による確認 
– Block Chain 
– 流出経路の確認技術(ダミーデータ) 

慶應義塾大学砂原秀樹教授 



ＩＤ連携トラストフレームワーク 

・企業がデータを共有・利活用し、新たなサービスを創生 

・顧客の個人情報を安全に流通させる仕組み 

・ID連携・データ連携のルール化＆認証・監査（Idpによる本人確認）   

パーソナルデータの効率的民間活用は本フレームワークが不可欠 
 



官民データ活用推進基本法 

・オンライン利用の原則化（行政手続き）・オンライン利用の促進（民間事業者」） 
・国・地方公共団体・事業者による自ら保有する官民データ活用の推進 
・格差是正（利用機会・活用） 
・官民の情報システム連携基盤の整備（サービスプラットフォーム） 
・マイナンバーカードの利用 



官民データ活用推進戦略会議 

内閣官房ＩＴ総合戦略室 



パーソナルデータ・マイデータの活用 

オープン 
データ 

住民 
情報 

店舗配置 

団体内 
情報 

マイデータ 

パーソナルデータ オープンデータ 

施設配置 

従来 

シミュレーション 

今後 

マーケティング 

ビッグデータ 



今後自治体に求められるデータは？ 

パーソナルデータ 

位置情報・許認可情報 

匿名加工情報 非識別加工情報 

個人情報を加工し復元不能化 

これまでのオープンデータ 
で重視 

・マーケティング 
・分析型業務で重視 

一定のルールのもと本人同意なし 

個人情報保護法 行政機関個人情報保護法 

匿名化住民情報 



ＤＷＨ 

ＤＢ 

基幹システム 

ＥＵＣ 

ＢＩツール 

ＧＩＳ 

個別アプリ 
(部門システム） 

Office、Perlなどのｽ
ｸﾘﾌﾟﾄ言語、COBOL、
Java 

業務利用 

・帳票（基幹システムのカスタマイズ抑制） 
・統計情報、各種報告書、大津市ＨＰデータ 

分析利用 

フィルタリング 
（除：個人情報） 

中間 
サーバ 
／ＦＷ 

社会資本データ 

（道路や橋梁の諸元
（図面・部材性能）や
点検結果） 

データホルダー 

現状は手作業や 
カスタマイズで対応 

 
保有する行政データ 

オープンデータ 

データ利活用 
ＰＣ・スマートフォン・タブレット等のＩＣＴメディア 

防災・保安・安全に関 
する情報提供アプリ 

地図、交通に関する 
情報の提供アプリ 

分析 
ソーシャルメディ

ア 

分析ツール等 

住民記録データ 

税に関するデータ 

医療・福祉データ 

ビッグデータ 

市民の声 
 ・ご意見箱 
 ・市民アンケート 
 ・市民インタビュー 

未来デザイン会議 

浜松市の事例 

医療・介護に関する 
情報提供アプリ 

患者 
病院や介護施設 

大津市民 

観光業者・観光客 
運送業者 

防災メール 

人口（年齢別の推移） 

道路工事情報 

統計年鑑（工業出荷額） 

統計・調査に関する 
情報提供アプリ 

土木・建設業者 
製造業者 

災害避難所の位置情報 

大津市観光情報 

介護・子育て支援施設 

医療情報 

さまざまな民間業者が商品
の需要予測やマーケティン
グ活動に利用できる。 

レセプト（診療報酬明細書）
を元に、複数病院で診療を
受けている患者の重複受
診・投薬をチェックできる。
医療費の無駄遣いを抑制
できる。 

防災メールで避難情報を確
認すると同時に、避難場所
をクリックすると地図上で安
全なルートを確認できたり、
避難所の口コミ情報をリア
ルタイムに確認できる。 

大津市を訪れた観光客が、
交通網の運行情報、文化
施設情報や天気情報など
複合的なデータを必要な時
にスマートフォンで利用でき、
快適で便利な観光ができる。 

市民の声を収集・分析する
ことで、大津市の街づくり、
市政ロードマップ、将来ビ
ジョンへ積極的に反映でき
る。 

抽出・再編成 

ソーシャルメディア上の市民の声 
 Facebook Twitter ブログ 

社会インフラのセ
ンサーデータ（振
動、熱、濃度） 

教育・農業
データ 

スマートメータ
データ 

統計データ 
地理空間情 
など   



データ分類 



認定データバンク 



ＧＩＳ分野：自動走行のデータ基盤 



ダイナミックマップ（高精度３Ｄマップ）の構築 

出所不明 



基盤情報として活用 

出所不明 



ビッグデータ活用 



留意すべき国の方針 
オープンガバメント＆デジタルガバメントの推進 



 
 新たな電子行政の方針 
  

 

 
・高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 
・官民データ活用推進戦略会議決定  

 



 

 
地域ＩｏT実装推進ロードマップ（総務省） 

 官民協働サービス：ビッグデータの利活用 



 
地域ＩｏT実装推進ロードマップ（総務省） 

 スマートシティ：データ利活用型スマートシティ 



総務省：地域ＩｏＴ実装推進ロードマップ改定 



地域におけるオープンデータ・ビッグデータ利活用の推進 
 地域ＩｏＴ実装推進タスクフォース ①地域資源活用分科会 



 

地域におけるオープンデータ・ビッグデータ利活用の推進 
地域ＩｏＴ実装推進タスクフォース  ②人材・リテラシー分科会 



地域ＩｏＴ実装推進タスクフォース：更なる検討事項 

 



大津市：デジタル・オープンガバメントを指向 

課題解決型取組み 

オープンガバメント デジタルガバメント 

オープンデータ 

アプリ作成 

シビックテック 

サービスデザイン指向 

データ分析 

目的：オープンガバナンス 目的：ユビキタス 

デジタルファースト 

番号制度利活用 

地方版総合戦略 

政策決定メカニズム サービス提供メカニズム 

情報化計画 

  Participation  
 Collaboration on  




